
特集／環境技術実証事業10年の経緯と最近の状況
積み重ねた実績と新たな環境技術の普及の動向一

2003年（平成15），環境省はすでに適用可能な段階にあり有用と思われる先進的環境技術

でありながら，環境保全効果についての客観的評価が行われていないために普及が進んでい

ないと思われる技術について，環境保全効果を第三者機関が客観的に実証する試行的な「環

境技術実証モデル事業」を開始しました。それから10年間，これまでに大気，水質，地球温

暖化，自然，化学物質，測定等多くの分野のたくさんの環境技術が実証・評価されてきました。

またこの間，モデル事業期間は国の予算で行われていたものが，新規分野として行われて2

年を経過してから手数料徴収体制に移りながらも実証事業に参加する企業は増え続け，環境

技術を普及させるための一定の役割を果たしています。

一方，乙の10年間の事業の中では，すでに終了してしまった分野や，実証されてもその

後普及が進まなかったものもあります。環境技術の栄枯盛表もありますが，実証された環境

技術の中には，日本ではあまり有用ではなくなった技術で、も，海外のとくに途上国ではメン

テナンスが簡易，インフラが整備されていなくても使える技術として普及が期待されるもの

もあります。

特集では環境技術実証事業の10年を振り返りながら，事業を評価し，また実証された技

術の概要を紹介するとともに，実証された環境技術の今後のより一層の普及のあり方などを

探りました。
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参考資料４-１
「環境パートナーズ」2013年７月号
での特別企画について
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